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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し
（
仮
称
）
草
加
都
市
計
画
事
業
三

郷
北
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書
の
縦

覧
お
よ
び
説
明
会

●
縦
覧

腹
６
月
１９
日
㈫
～
７
月
１９
日
㈭

複
都
市
計
画
課
、
県
環
境
政
策
課
、
県
越

谷
環
境
管
理
事
務
所
、
三
郷
市
ま
ち
づ
く

り
事
業
課
な
ど
（
調
査
計
画
書
は
、
県
・

三
郷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
八
條
図
書

館
で
も
閲
覧
可
）

●
説
明
会

腹
６
月
２７
日
㈬　
午
後
３
時
～

複
八
條
公
民
館
会
議
室
１

●
意
見
書
の
提
出

　
６
月
１９
日
か
ら
８
月
２
日
（
必
着
）
ま

で
に
各
縦
覧
場
所
の
意
見
書
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
窓
口
、
郵
送
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
三
郷
市
ま
ち
づ
く
り
事

業
課
（
☎
９３０
・
７
７
４
７
、
〒
３４１
―
８
５

０
１
三
郷
市
花
和
田
６４８
―
１
、ritti@

city.misato.lg.jp

）
へ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞

金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円

で
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　
７
月
９
日
㈪
～
８
月
３
日
㈮

抽
せ
ん
日　
８
月
１４
日
㈫

物
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

０４８
・
８２２
・
５
０
０
４

催
し
催
し

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

①
「
昔
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
！
」

②
「
八
潮
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」

腹
６
月
１６
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生

淵
①
け
ん
玉
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
竹
と
ん
ぼ
、

割
り
ば
し
鉄
砲
な
ど
を
作
っ
て
遊
ぶ
②
壊

れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

沸
無
料
（
必
要
に
応
じ
て
部
品
代
あ
り
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０
０

０
、
受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク
や
し
お

楽
習
塾
講
師
企
画
講
座
「
世
界

の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
体
験
講
座
」

腹
７
月
１９
日
・
２６
日
（
各
木
曜
日
・
全
２

回
）　
午
後
１
時
～
３
時

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

覆
１８
歳
以
上
の
方

淵
初
心
者
向
き
の
曲
（
マ
イ
ム
マ
イ
ム
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ
ク
サ
ー
、
コ
ロ
ブ
チ
カ
な

ど
）
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
る

弗
運
動
し
や
す
い
服
装
、
室
内
用
靴
（
ス

リ
ッ
パ
不
可
）

払
２０
人
（
両
日
参
加
で
き
る
方
）

沸
無
料

仏
６
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
へ

や
わ
た
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
「
第
６
回
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ

ん
が
え
る
選
手
権
」

腹
６
月
２３
日
㈯　
午
後
３
時
～
４
時

複
八
幡
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
伝
承
折
り
紙「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
が
え
る
」

を
制
作
し
、
高
さ
や
距
離
を
競
っ
て
遊
ぶ

払
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
八
幡
図
書
館
☎
９９５
・
６
２
１
５

入
札
方
式
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売

腹
６
月
１８
日
㈪
～
２９
日
㈮　
午
前
９
時
～

午
後
４
時
３０
分

複
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

覆
市
内
在
住
の
個
人
で
自
己
搬
出
可
能
な

方淵
自
転
車
・
三
輪
車
、
家
具
な
ど
の
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
入
札
に
よ
る
販
売
（
１
人
１

品
。
希
望
価
格
を
入
札
箱
へ
）

結
果
発
表　
７
月
４
日
㈬　
午
後
２
時

引
渡
期
間　
７
月
４
日
㈬
～
１３
日
㈮　
午

前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分
※
４
日
は
午
後

２
時
～

物
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９９７
・
６
６
９
６

洋
ら
ん
栽
培
講
習
会

腹
６
月
２３
日
、
８
月
１８
日
、
１０
月
２０
日
、

１２
月
１５
日
、
２
月
１６
日
（
各
土
曜
日
・
全

５
回
）　
午
後
３
時
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

弗
自
前
の
洋
ら
ん
株
（
お
持
ち
の
方
）、

筆
記
用
具

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円

仏
６
月
１４
日
か
ら
２３
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公

民
館
内
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付
＝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
４０
回
八
潮
市
民
謡
民
舞
大
会

腹
７
月
１
日
㈰　
午
前
９
時
４０
分
～
午
後

５
時
３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

淵
成
果
発
表

沸
無
料

物
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
９９５
・
６
２
１
６

記
念
日
新
聞

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
記
念
日
を
新
聞
で

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
閲
覧
は
無
料
で
す
。

腹
６
月
１５
日
㈮
～
２３
日
㈯

※
コ
ピ
ー
を
希
望
す
る
場
合
は
、
期
間
中

に
受
け
付
け
し
、
６
月
２７
日
か
ら
３０
日
ま

で
に
お
渡
し
し
ま
す
。

複
八
條
図
書
館

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
１
部
白
黒
１０
円
（
コ
ピ
ー
代
）

物
八
條
図
書
館
☎
９９４
・
５
５
０
０

八
幡
公
民
館
「
第
１
回
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
講
座
」

腹
７
月
４
日
～
８
月
１
日
（
毎
週
水
曜
日

・
全
５
回
）　

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０

分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室　

覆
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
の
方

淵
パ
ソ
コ
ン
で
名
刺
作
り

講
師　
籠か

ご

倉く
ら

正ま
さ

美み

さ
ん　

払
１３
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
代
）

仏
６
月
２０
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト

腹
６
月
２３
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵「
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｔ　
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
」

「
恋
に
お
ち
て
」
な
ど
の
演
奏

出
演　
八や

巻ま
き

和か
ず

行ゆ
き

さ
ん
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

奏
者
）

払
８０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
９９８
・
２
５
０
０

布
ぞ
う
り
づ
く
り

腹
６
月
３０
日
㈯　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後

２
時

複
資
料
館

覆
中
学
生
以
上

弗
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
（
ズ
ボ
ン
着
用
）、

昼
食

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
３００
円
（
材
料
費
、
６
月
２４
日
ま
で
に
資

料
館
へ
持
参
）

仏
６
月
１４
日
か
ら
２２
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
９９７・６
６
６
６
）

へ獅
子
舞

　
市
内
で
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

民
俗
芸
能
の
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

●
大
瀬
の
獅
子
舞
（
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）

①
祭
礼

腹
７
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰　
午
前
１０
時
ご

ろ
～
午
後
９
時
ご
ろ

複
大
瀬
浅
間
・
氷
川
神
社

②
祈き

祷と
う

獅じ

子し

腹
７
月
２２
日
㈰　
午
前
７
時
ご
ろ
～

複
宝
光
寺
・
大
瀬
氷
川
神
社
・
上
大
瀬
地

区
・
下
大
瀬
地
区

●
二
丁
目
の
獅
子
舞
（
市
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）

腹
７
月
１５
日
㈰　
午
前
９
時
３０
分
ご
ろ
～

午
後
９
時
ご
ろ

複
二
丁
目
氷
川
神
社

物
資
料
館
☎
９９７
・
６
６
６
６

普
通
救
命
講
習
会

腹
７
月
７
日
㈯　
午
前
９
時
～
正
午

複
草
加
消
防
署
青
柳
分
署　
　

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上淵
成
人
の
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
て

（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、

異
物
除
去
な
ど
）

払
３０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
無
料

仏
６
月
２８
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
草
加
消
防
署
青
柳
分
署
（
☎
９３１
・
３
９

７
３
）
へ

八
條
公
民
館
講
座

①
和
紙
ち
ぎ
り
絵
講
座
～
ち
ぎ
り
絵
で
団う

ち

扇わ

作
り
～

腹
７
月
１０
日
㈫　
午
前
１０
時
～
正
午

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
朝
顔
を
題
材
に
し
た
初
心
者
向
け
の
団

扇
作
り

講
師　
中な

か

村む
ら

直な
お

子こ

さ
ん
（
日
本
ち
ぎ
り
絵

協
会
）

弗
は
さ
み
、
め
う
ち
（
ま
た
は
竹
串
）、

タ
オ
ル

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円
（
材
料
費
）

②
布
ぞ
う
り
の
作
り
方
講
座
～
夏
休
み
に

親
子
で
作
ろ
う
、
布
ぞ
う
り
！
～

腹
７
月
２９
日
㈰　
午
後
１
時
～
４
時

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生
以
上
と
そ

の
保
護
者

淵
親
子
で
協
力
し
て
子
ど
も
用
の
布
ぞ
う

り
を
１
足
製
作
す
る

講
師　
木き

の

下し
た

史ふ
み

江え

さ
ん

弗
飲
み
物
、
タ
オ
ル

払
２０
組
（
申
込
順
）

沸
３００
円
（
材
料
費
）

―
共
通
―�

�

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑵�

�

仏
①
は
６
月
１９
日
か
ら
②
は
６
月
２６
日
か

ら
、窓
口
ま
た
は
電
話
で
八
條
公
民
館（
☎

９９４
・
３
２
０
０
、
受
付
＝
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
へ

親
子
名
作
映
画
会「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ（
シ
ン
グ
）」

腹
７
月
１４
日
㈯　
午
前
の
部
＝
午
前
１０
時

３０
分
～
午
後
０
時
３０
分
、
午
後
の
部
＝
午

後
２
時
～
４
時
（
各
部
３０
分
前
開
場
）

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

払
各
部
５００
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

抽
選
）

沸
無
料

仏
６
月
２２
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
を
青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議

事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
☎
焚
３
６
５
）

へ
▼
往
信
欄
＝
①
申
込
者
氏
名
・
電
話
番

号
②
鑑
賞
希
望
者
の
合
計
の
人
数
・
年
齢

（
申
込
者
含
め
４
人
ま
で
）
③
鑑
賞
希
望

の
部
（
午
前
・
午
後
・
ど
ち
ら
で
も
）
▼

返
信
欄
＝
申
込
者
の
氏
名
・
住
所

※
抽
選
結
果
は
、
７
月
上
旬
ま
で
に
通
知

し
ま
す
。

親
子
夏
野
菜
旬
採
り
合
戦

腹
７
月
１４
日
㈯　
午
前
９
時
～

複
や
し
お
駅
前
公
園
西
側
農
園
（
茜
町
１

―
２
―
５
付
近
）

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
保
護
者
と
小
学
生

以
下
の
子
ど
も

淵
旬
の
地
場
野
菜
（
枝
豆
・
ミ
ニ
ト
マ
ト

・ト
ウ
モ
ロ
コ
シ・ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
の
収
穫

払
２５
組
（
１
組
３
人
ま
で
、
申
込
順
）

沸
１
組
１
０
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

仏
６
月
１８
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

園
芸
協
会（
都
市
農
業
課
内
☎
焚
２
９
９
）

へ

　人が人として生きる権利、それが人権です。人権は、すべての人が持ってい
ます。それは、大人でも子どもでもその重みは変わるものではありません。
　子どもにも、一人の人間として、大人と同じように、自由と権利があります。
そして、子どもは発達していく中で、みんなの権利を実現するには、どんなル
ールが必要なのかを学ぶことで成長していくことができます。「子どもだから」
「子どものくせに」と一方的に決めつける前に、子どもも一人の人間として認め、
意見をしっかり聴くことが大切です。
　しかし、現実の問題として、子どもが被害者となるいじめや虐待、性犯罪な
ど痛ましい事件があとを絶ちません。子どもは大人よりも人権が侵害されやす
い存在であると認識し、大人が子どもの人権を守ることが必要です。
　子どもは、社会の未来を担う存在です。子どもの人権を考えることは、大人
の人権意識を考えることでもあります。私たちは、子どもの人権について十分
に理解と尊重をし、子どもの意見にも常に耳を傾けるとともに、心身ともに健
やかな成長を見守っていくことが必要なのではないでしょうか。

物社会教育課☎焚３６５、人権・男女共同参画課☎焚811

子どもの人権 ～未来を守るために～
人権それは愛


